
１　交付対象事業の進捗状況

２　事業効果の発現状況

３　成果目標の目標値の実現状況

計画の期間

平成２２年度～２５年度(４年間)

対象市町村

岡山市ほか２４市町村

・４年間で対象事業９４地区を農山漁村地域整備計画に位置づけ、平成２５年度までに対象事業４７地区が完
了した。残り２８地区は平成２６年度からの２期計画に継続地区とするとともに、１９地区は他計画へ移行して
おり、事業進捗は順調である。

農業水利施設の整備・補修・更新をしたことで、管理団
体の水管理労力の軽減が図られた。

農道の整備をしたことで、集出荷施設等への輸送時間
の短縮と、危険箇所の改善が図られた。

・農地整備事業(通作条件整備)
・農道整備事業

・農地整備事業(畑地帯担い手支援型)
・水利施設整備事業(基幹水利施設整備型)
・水利施設整備事業(基幹水利施設保全型)

・農地整備事業(経営体育成型)
狭小・不整形で分散した農地の集団化及び整備をした
ことで、農業生産性の向上、担い手農家への利用集
積が図られた。

農業生産基盤や農村生活環境基盤を整備したことで、
集落の快適性・利便性・安全性の改善が図られた。

生活雑排水等の汚水等を処理する施設を整備したこ
とで、農村生活環境が改善され、魅力ある農村の形成
が図られた。

農地防災事業や海岸保全施設整備事業を実施したこ
とで、老朽化したため池等の決壊や大雨による湛水被
害、高潮等による浸水被害を未然に防止することがで
き、防災性の向上が図られた。

・農地防災事業(防災ダム事業)
・農地防災事業(ため池等整備事業)
・農地防災事業(農業用河川工作物応急対策等事業)
・農地防災事業(土地改良施設耐震対策事業)
・農地防災事業(湛水防除事業)
・海岸保全施設整備事業(高潮対策)

農村防災対策の推進

・農業集落排水事業

・中山間地域総合整備事業

美しの農村の形成

食の礎となる基盤整備の推進

中山間地域の活性化

５団体

２箇所 １００％

食の礎となる基盤整備の推進
成果目標 目標値 実績値

水管理労力の軽減

５％ ９％

１２０％

達成率(%)

担い手農家へ利用集積された農地面積シェア ３０％ ４６％

農道の危険箇所の改善

集出荷に係る輸送時間の短縮

６団体

１５３％

農山漁村地域整備計画における事後評価

２箇所

岡山県

 岡山県農村地域整備計画(内地)

１８０％

整備計画名

計画策定主体



４　今後の方針

　整備計画年度を平成２６年度～３０年度(５年間)とする新たな計画を樹立し、農業生産基盤の整備や農業用
施設の保全管理により、次代を担う力強い担い手の育成を推進するとともに、中山間地域等農村の生活環境
整備により、活力ある農村の形成を促進します。
　また、高潮・津波に対処するための海岸保全施設の整備を積極的に推進し、危険箇所の解消に取り組むこ
ととしています。

成果目標

１０５％

２，９００ha ２，９９４ha

成果目標 目標値 実績値 達成率(%)

成果目標

１０３％

最適整備構想策定済施設の割合 １９％

目標値 実績値 達成率(%)

６３％

実績値

中山間地域の活性化

快適性・利便性・安全性が向上した集落数

美しの農村の形成

農業集落排水事業の整備率

目標値

農村防災対策の推進

老朽化したため池等の決壊や大雨による湛水被
害、高潮等による浸水被害に対する農地の防災性
の向上

１００集落 １０３集落 １０３％

６０％

８％ ２３８％

達成率(%)



１　交付対象事業の進捗状況

２　事業効果の発現状況

３　成果目標の目標値の実現状況

４　今後の方針

計画の期間

平成２２年度～２５年度(４年間)

 岡山県農村地域整備計画(離島)

達成率(%)

０．３ha ０．３ha １００％

農山漁村地域整備計画における事後評価

整備計画名

計画策定主体

岡山県

対象市町村

笠岡市

・４年間で対象事業１地区を農山漁村地域整備計画に位置づけ、平成２５年度までに対象事業１地区が
完了しており、事業進捗は順調である。

農村防災対策の推進

・海岸保全施設整備事業
海岸保全施設整備事業を実施したことで、高潮等による浸水
被害を未然に防止することができ、防災性の向上が図られ
た。

高潮・津波に対処するための海岸保全施設の適正な維持補修により、長寿命化を図り、被害を未然に
防止することとしています。

農村防災対策の推進
成果目標 目標値 実績値

高潮等による浸水被害に対する農地の防災性
の向上


